


















































































1961.12 ナショナル・タイ タイ 60 乾電池，オーディオ機器，テレ
ビ，扇風機，蓄電池，電子部品
他

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1996.5 タイ松下電子部品 タイ 79.6 プリント基板，チューナー，ス
ピーカー，スイッチ，その他の
電子部品






1996.11 ベトナム松下電器 ベトナム 60 オーディオ機器，カラーテレビ
1996.12 タイ松下電池 タイ 79.6 乾電池，自動車用蓄電池，トー
チライト
1996.12 タイ松下精工 タイ 79.6 扇風機，換気扇，送風機
1997.7 タイ九州松下電器 タイ 79.6 フライバックトランス，偏向
ヨーク，ファンモータ


























































































































































































1990年代中頃以降，松下電器はナショナル・タイと A. P. ナショナルを事業
部門ごと，ナショナル・ゴーベルは一部の事業部門で分社化し，そしてマ
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レーシア松下電器とフィリピン松下電器には内部資本金制度を導入した。こ
れらの取り組みによって，輸入代替拠点の各事業部門の多くがそれぞれの親
元事業場の国際的な生産体制に組み入れられることになった。
以上のように，経営環境の変化に適宜対応し，東南アジアでの事業展開を
図ってきた松下電器の対東南アジア戦略と現地生産の動向が整理された。今
後は，北米地域や欧州地域での松下電器の事業展開の考察を進め，戦後の松
下電器の国際戦略の全体像を明らかにしたい。
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